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ける SnoN の標的因子の探索がなされた。SnoN の
抑制により半分以上に発現が減少した 8 遺伝子の
うち、細胞骨格や細胞接着への関与が示唆される 4




Tropomyosin1, 3については Iowa 大学のハイブリ
ドーマバンクから抗体を入手し免疫染色を行った。
Ccd1, Talin1については Harvard大学 Bonni博士、
Leicester 大学 Critchley 博士との共同研究として
GFP 融合タンパク質の発現ベクターを入手した。
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